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―
―
相
談
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
の
経
緯
は
。

「
私
は
長
年
に
わ
た
っ
て
放
射
線
医
学
総
合

研
究
所
で
重
粒
子
線
が
ん
治
療
研
究
に
従
事
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
放
射
線
治
療
の
進
歩

に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
副
作
用
の
低

減
と
と
も
に
適
応
疾
患
の
拡
大
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
私
自
身
、
文
部
科

学
省
が
主
導
し
て
い
る
ア
ジ
ア
原
子
力
協
力

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
ア
ジ
ア
一
一
か
国
が
参
加

し
て
い
る
研
究
活
動
の
中
で
、
放
射
線
治
療
の

多
施
設
臨
床
試
験
に
も
携
わ
り
、
ア
ジ
ア
地
域

に
出
掛
け
る
機
会
も
多
く
、
そ
の
経
験
を
積
み

重
ね
た
中
で
、
日
本
の
レ
ベ
ル
の
高
い
重
粒
子

線
が
ん
治
療
技
術
を
世
界
に
広
め
た
い
、
と

常
々
感
じ
て
い
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
に
放
医
研

を
退
職
し
た
後
の
翌
一
二
年
、
関
係
者
の
ご
尽

力
と
ご
協
力
の
下
に
、
わ
が
国
初
の
重
粒
子
線

が
ん
治
療
の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
と
し

て
当
相
談
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
」

―
―
で
は
、
国
内
の
患
者
の
み
な
ら
ず
、
海

外
か
ら
治
療
を
希
望
す
る
患
者
の
相
談
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

「
日
本
人
の
患
者
の
相
談
は
、
す
で
に
が
ん

治
療
中
で
あ
る
も
の
の
、
現
状
の
治
療
法
で
は

満
足
で
き
な
い
と
か
、
他
の
治
療
法
が
あ
る
の

で
は
、
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
来
院
さ

れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
当
然
で

す
が
、
医
者
の
紹
介
を
介
し
て
来
ら
れ
る
方
も

―
―
重
粒
子
線
が
ん
治
療
の
適
応
患
者
と
は

ど
の
よ
う
な
方
で
す
か
。

「
原
則
と
し
て
適
応
患
者
と
は
、
が
ん
病
巣

が
局
所
に
留
ま
っ
て
い
る
方
が
対
象
と
言
え
ま

す
。
そ
し
て
手
術
が
困
難
な
部
位
で
あ
る
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
と
は
い
え
、
手
術
が
可
能
な
部

位
で
も
適
応
に
な
り
ま
す
が
。
適
応
外
に
な
る

も
の
に
は
、
が
ん
病
巣
が
全
身
に
広
が
っ
て
い

る
も
の
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
白
血
病
な
ど
が
ん

病
巣
が
全
身
に
広
が
る
性
質
の
強
い
も
の
、
な

ど
が
あ
り
ま
す
」

―
―
治
療
期
間
は
ど
う
で
す
か
。

お
ら
れ
ま
す
。
外
国
人
の
患
者
で
は
、
韓
国
、

中
国
、
台
湾
、
タ
イ
な
ど
か
ら
の
方
々
で
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
と
い
う
か
、
昨
年
六
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
新
成
長
戦
略
の
下
で
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
日
本
の
医
療
技
術
・
サ
ー
ビ
ス

を
国
際
展
開
す
る
方
策
が
功
を
奏
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
経
済
産
業
省
が
支
援
の
下
で
メ
デ
ィ

カ
ル
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｍ
Ｅ
Ｊ
）

を
外
国
人
患
者
の
受
入
支
援
組
織
と
し
、
多
く

の
国
際
医
療
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
Ｅ
Ａ

Ｊ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
重
粒
子
線
治
療
支
援
セ
ン
タ
ー

コ
リ
ア
等
）
を
介
し
て
、
当
相
談
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
来
院
さ
れ
る
外
国
人
患
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

適
応
の
あ
る
患
者
は
そ
の
ま
ま
重
粒
子
線
が
ん

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
適
応
が

な
く
て
も
手
術
と
か
、
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け

る
と
か
、
日
本
の
医
療
技
術
を
世
界
に
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」

―
―
重
粒
子
線
が
ん
治
療
が
始
ま
っ
て
か
ら

今
年
で
二
〇
年
に
な
り
ま
す
。

「
一
九
九
四
年
の
治
療
開
始
か
ら
年
々
患
者

数
は
増
え
、
二
〇
一
三
年
度
の
患
者
数
は
約
一

〇
〇
〇
人
で
、
二
〇
年
近
く
の
総
患
者
数
は
八

〇
〇
〇
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
治
療
疾
患
別
で

は
、
一
番
多
い
の
が
前
立
腺
（
二
三
・
五
％
）
で
、

骨
・
軟
部
（
一
二
・
三
％
）、
頭
頸
部
（
一
一
・
六

％
）、
肺
（
一
〇
・
〇
％
）、
肝
臓
（
六
・
一
％
）、

直
腸
術
後
再
発
（
五
・
二
％
）
と
続
き
、
最
近

で
は
、
膵
臓
が
四
・
八
％
と
増
え
て
い
ま
す
」

レ
ベ
ル
の
高
い
治
療
技
術
を
世
界
に
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「
重
粒
子
線
が
ん
治
療
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は

治
療
期
間
が
短
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば

Ⅰ
期
の
肺
が
ん
で
一
回
、
肝
臓
が
ん
で
二
回
、

前
立
腺
が
ん
で
一
二
回
（
三
週
間
）
で
す
。
前

立
腺
が
ん
の
場
合
、
エ
ッ
ク
ス
線
治
療
と
か
、

陽
子
線
治
療
だ
と
三
〇
〜
四
〇
回
は
必
要
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
治
療
の
準
備
期
間
に
約
一
週

間
を
要
し
ま
す
」

―
―
今
後
の
が
ん
治
療
の
課
題
な
ど
。

「
が
ん
治
療
に
は
、
手
術
、
抗
ガ
ン
剤
、
そ

し
て
放
射
線
治
療
の
三
本
柱
が
あ
り
ま
す
が
、

今
や
一
つ
の
方
法
で
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
時

代
で
は
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
相
談
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
介
し
て
重
粒
子
線
治
療
を
使
え
ば

有
効
で
す
し
、
と
き
に
は
手
術
や
抗
ガ
ン
剤
治

療
と
組
み
合
わ
せ
て
治
療
す
る
こ
と
が
最
善
の

有
効
策
だ
と
思
い
ま
す
」


